
九

月

例

会

御

案

内

．

寺

○

御

案

内

、

一H

 九

月

十

九

日

（
水

）

十

一
時

半

入
館

可

、

講

題

『
経

済

財

政

白

書

』

の
内

容

解

説

！

講

師

◎

八

月

三

日

、

内

閣

府

か

ら

、

『
経

済

財

政

白

書

』

『
外

交

青

書

』
．
の
内

容

解

説

を

い
た

だ

き

ま

し

た

が

、

重

要

な

わ

が

国

政

策

に

つ
い

て

の
白

書

で
す

。

ま

た

、

わ

が

国

の
経

済

財

政

を

考

え

る

時

、

グ

ロ
ー

バ

ル

な

視

野

に
立

っ
て

、

そ

こ

で
、

内

閣

府

へ
お

願

い

に
．出

た

と

こ

ろ

、

こ

の

茨

木

秀

行

経

済

財

政

分

析

総

括

担

当

官

様

が

、

昔

は

、

・
地

図

・
統

計

が

入

り

、

ら

に
ま

と
あ

た

カ

ラ

フ
ル

な

資

料

を

御

用

意

下

さ

り

、

ぞ

、

皆

様

、

奮

っ
て

の
御

参

加

、

代

 

正
午
～
午
後

二
時
半

〔
平

成

三

十

年
、
・
通

算

第

三

七

八

回

〕

を

刷

新

す

る

会

参
議
院
議

員
会
館
地
下
B

一
〇
九
会
議
室

 

茨
禾

秀

行

内

閣

府

参

事

官

・
経

済

財

政

分
析

総

括

担

当

官

が

発

刊

さ

れ

ま

し

た

。

七

月

の
月

例

会

で
は

、

そ
れ

に
劣

ら

ず

、

こ

の

『
経

済

財

政

白

書

』

外

務

省

か

ら

も

、

極

め

て

そ

れ

は

単

に
国

内

事

象

だ

け

で

は

な

く

、

い
ま

や

経

済

財

政

は

、

世

界

の
経

済

・
金

融

・
財

政

を

ふ

ま

え

て
、

編

集

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

『
経

済

財

政

白

書

』

を

起

案

・
編

集

し

た

中

心

の
担

当

官

、

そ

の
内

容

解

説

に
お

出

で
下

さ

る

こ
と

に
な

り

ま

し

た

。

白

書

と

い
う

と

活

字

ば

か

り

が
並

ん

で

い

る
分

厚

い
も

の

で
し

た

が

、

い
ま

で

は

、

カ

ラ

フ
ル

な

写

真

分

か

り

や

す

く

編

集

さ

れ

て

い
ま

す

し

、

そ
れ

も

、

御

説

明

下

さ

る
御

担

当

官

は

、

さ

分

か

り

や

す

く

御

解

説

下

さ

る

と

思

い
ま

す

の

で
、

ど

う

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。

（
清

原

記

）

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

三

千

円

、
非

会

員

五

千

円

。
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・
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▽

九

月

十

七

日

（
月
）

ま

で

に
出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

◎

御

報

告

第

二
次

世

界

大
戦

前

は

、

船

旅

や

列

車

な

の

で
、

世

界

の
首

脳

が

会

談

す

る

の
も

大

変

で
し

た

が

、

戦

後

は

、

航

空

機

の
性

能

向

上

。゚
巨

大

化

と

共

に
、

各

国

首

脳

も

短

時

間

の

飛

行

で
国

際

会

議

に

出

席

で
き

る

よ

う

に
な

り

、

世

は

ま

さ

に
首

脳

外

交

華

や

か

な

時

代

と

な

り

ま

し

た

。

わ

が

国

の
安

倍

晋

三

総

理

も

、

総

理

就

任

以

来

、

国

会

日

程

め

合

間

を

縫

っ
て
、

世

界

中

を

飛

び

回

っ
て
お

ら

れ

、
・

「
外

交

の
安

倍

」

と

言

わ

れ

て
お

り

ま

す

。

そ

う

し

た

折

、

外

務

省

が

六

月

二
十

七

日

、

『
平

成

三

〇

年

版

外

交

青

書

』

を

発

刊

さ

れ

た

の

で

、

こ

の
青

書

制

作

担

当
、の
ト

ッ
プ

外

務

省

総

合

外

交
政

策

局

政

策

企
画

室

の
川

埜

周

室

長

様

に

、

御

解

説

を

お

願

い
し

ま

し

た

。

七

月

十

］
二
日

（
金

）

、

参

議

院

議

員

会

館

会

議

室

で
行

わ

れ

た

川

埜

周

室

長

様

の
御

講

話

の

要

点

は

、

膨

大

な

『
外

交

青

書

』
を

さ

ら

に
、

カ

ラ

フ
ル

な

写

真

・
地

図

・
統

計

で
編

集

し

た

『国

際

情

勢

と

日
本

外

交

』

と

題

す

る

資

料

を

配

付

し

、

簡

に

し

て
要

を

得

た

実

に
見

事

な

御

解

説

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の
要

点

を

記

す

と

、

ま

ず

、

一
般

的

国

際
情

勢

と

し

て
、

ロ
シ

ア

の
ク

リ

ミ

ア
半

島

占

拠

や

中

国

の
東

・
南

シ

ナ

海

島

嘆

の
占

拠

基

地

化

な

ど

、

軍

事

力

を

背

景
と

す

る

現

状

変

更
が

続

く

一
方

、

こ
れ

ま

で

の
グ

ロ
日

バ

ル

な

自

由

貿

易

へ
の
反

動

と

し

て
保

護

主

義

が

急

速

に
台

頭

し

、

国

際

秩

序

は

な

お

大

き

な

挑

戦

を

受

け

て

い

る

。

日
本

は

、

各

国

と

の
連

携

を

図

り

な

が

ら

、

国

際

社

会

の
平

和

と

安

定

の

た
め

に

、

従

来

以

上

に

そ

の
中

で
、

大

き

な

責
任

と

役

割

を

果

た

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
と

し

、

安

倍

晋

三

総

理

、

そ

し

て
外

務

大

臣

の

こ
れ

ま

で

の

外

国

訪

問

の
実

績

を

挙

げ

、

今

後

は

、

そ

れ

を

さ

ら

に
推

進

す

る

べ
く

、

①

日

米

同

盟

の
強

化

及

び

友

好

国

と

の

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

化

の
推

進

、

②

近

隣

諸

国

と

の
関

係

強

化

、

③

経

済

外

交

の
推

進

、

④

地

球

規

模

課

題

へ
の
対

応

、

⑤

中

東

の
平

和

と

安

定

へ
の
貢

献
、

⑥

自
由

で
開

か

れ

た

イ

ン
ド

太

平

洋

構

想

の

推

進

、

が

あ

る

と

し

て
、

そ

の

上

に
立

っ
て

の
各

国

、

す

な

わ

ち

、

ア

メ

リ

カ

、

中

国

、

韓

国

、

北

朝

鮮

、

ロ
シ

ア
、

と

ど

う

外

交

を

展

開

し

て

行

く

か

、

を

個

別

に
解

説

さ

れ

、

大

層

、

勉

強

に

な

り

、

そ

の
後

の
意

見

交
換

も

盛

ん

で
し

た

。

（
清

原

記

）

「
時

代

を

刷

新

す

る

会

」

と

は

▽

「
何

事

も

人

類

・
国

民

の

た

め

に
な

る

こ
と

は

、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に

取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で
、

 昭

和

五
．十

六

年

、

岸

信

介

元
総

理

に

よ

っ
て
創

設

さ

れ

た

シ

ン

ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩

年

の

岸

信

介

元
総

理

が

そ

う

で
あ

っ
た

よ

う

に

、

超

党

派

．
超

派

閥

で
、

真

に

国

を

憂

え

る

有

志

に

よ

っ
て゚
構

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

八

つ

．
の
部

会

と

、

五

～

六

め

委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に

提

出

し

て

い
ま

す

。

第

二

代

会

長

は
べ

木

村

睦

男

元

参

議

院

議

長

、

第

三

代

会

長

が

櫻

内

義

雄

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

の
塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

は

、

九

十

歳

を

機

に
辞

任

。

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

。

そ

の
後
＼

平

成

二
十

七

年

四

月

か

ら

、

第

六

代

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

、

前

外

務

副

大

臣

、

現

在

．
衆

議

院

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

委

員

会

副

委

員

長

が

就

任

し

て

お

り

ま

す

。

▽
事

務

局

電

話

（
G

3

）
3

2

7

2

－

4

3

2

0

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

典

子

、

高

津

優

介

1

〈


